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【校章】 新潟県立塩沢商工高等学校
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学校規模

5月1日

現在

生徒数
１年 ２年 ３年 計

65 50 62 177

3 3 3 9

創 立 1963 （昭和38）

学級数
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【地域と連携しながら専門分野の学びを深め、将来の地域を支える人材を育成する学校】

・地域唯一の専門高校として、工業・商業に関する基本的な能力を習得させ、地域における課題を発見し解決に向かう力

　を育成する。

・地域社会と連携した体験的な活動をとおして、望ましい職業観や勤労観を身に付けさせ、将来の地域を支え、発展に貢

　献できる人材を育成する。
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～卒業までにこのような資質・能力を育みます～

・Employability（社会で必要とされる能力）の向上を目指し、将来の目的意識を明確にする力を育成します。

・確かな学力（基礎的・基本的な学力）や技術を身に付けさせるとともに、将来のスペシャリストとして、地域産業を担

　う人間性豊かな職業人を育成します。

・地域社会の課題に関心を持ち、その解決に向けて行動する力を育成するとともに、地域との交流や協働を通して、地域

　の発展に寄与することができる人材を育成します。

学

校

の

特

色

　商業科と地域創造工学科の２学科が併設された本県唯一の専門高校です。

　本校は、地域のニーズに応えて、平成26年度機械システム科入学生から土木系の科目を選択履修することが可能となり、令

和２年度には機械システム科を地域創造工学科に学科改編しました。学校と産業界が連携した新たな教育に取り組み、生きる

力・創造的な力・リーダーに求められる力と夢や目標の実現に向けてチャレンジし続ける生徒を育成します。商業科は令和２

年度入学生からコース制を廃止し、より柔軟な科目選択が可能になり、個人の個性を生かせるカリキュラムに変更しました。

専門的なビジネス教育と高いキャリア意識を育成します。

　平成30年度から令和２年度まで、県教育委員会の「明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校づくり推進事業」の指定を受

けて地域のニーズを見据えた特色ある教育活動と、企業が求める人材育成、地域に根ざした教育活動を行いました。

　地域創造工学科は、架橋や高速道路の建設の現場見学、地域特有の雪を題材にした克雪と利雪の講話、融雪技術の実習を行

いました。

　商業科は、「南魚沼グルメライド」のボランティアスタッフとしての参加、「軽トラ市」「雪国らんたん」におけるイベン

ト企画や販売実習など、地域の観光産業に関わる取り組みを行いました。

　これまでの取り組みを活かし、今後も地域のニーズを見据え、連携した教育活動を行う予定です。

分始業

時間 分放課

より詳細な情報については、学校のホームページをご覧ください。

教科書・副教材費 商業科26,377円 地域創造工学科27,515円[年額]　制服代 約50,000円　体育用品代23,150円～

実習服9,500円（地域創造工学科のみ）団体徴収金(生徒会費･PTA会費等) 14,900円[年額]　その他諸経費

入学料 5,650円　　授業料 9,900円[月額]※就学支援金等の支給対象となった場合は授業料が減免となります。

31

専門学校進学者数 23 その他 0

学

校

納

付

金

卒業者数 59 人中
大学等進学者数 5 就職者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊上記の金額は、昨年度の１年生の実績額です。

進路状況

(R7.3月卒)
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運動部
陸上競技部、バドミントン部、野球部、ソフトテニス部、サッカー部、ウエイトリフティング部、

バスケットボール部

文化部 技術研究部、家庭部、書道部、文芸部、美術部、写真部
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